第18回地方自治研究賞について

第18回地方自治研究賞は、以下のとおり審査・選考を行い、第41回自治研全国集会において表彰します。
①選考
　第18回地方自治研究賞に提出されたレポート・論文を対象に、有識者（若干名）、自治研中央推進委員長、自治研事務局長で構成する選考委員会により審査を行います。後述の「自治研デビュー部門」については自治研中央推進委員が選考を行い、その結果を本部・中央執行委員会に報告のうえ決定します。選考は8月中に実施し、決定は9月を予定しています。

②表彰
　自治研活動部門は、優秀賞１点（副賞20万円）、奨励賞若干（副賞5万円）、自治研究論文部門は、優秀賞１点（副賞10万円）、奨励賞若干（副賞5万円）とします。優秀賞については、第41回地方自治研究全国集会・全体集会において表彰いたします。
③【新設】自治研デビュー部門
　2024年に地方自治研究賞に対する寄付金を受領したことを受け、自治研中央推進委員会において具体的な活用方法について検討を重ねてまいりました。その結果、地方自治研究賞創設時の「自治研活動・自治労運動の発展のため」という趣旨を大切に引き継ぎつつ、自治研への入り口をさらに広げていくことを目的として、第18回地方自治研究賞から「自治研デビュー部門」を新設することとしました。対象は「初めて自治研賞に応募する方」とします。

　自治研デビュー部門のホープフル賞は自治研全国集会への参加助成として、各県１を限度に３万円を進呈いたします（該当者が自治研全国集会へ参加しない場合は支給対象外となります）。加えて、ホープフル賞のなかから優れた作品をネクストフューチャー賞（副賞3万円）として若干数表彰することとします。

③地方自治研究賞表彰内規
	(１)　地方自治研究賞は、自治労の地方自治確立の運動および自治研活動の発展を期すため、優れた自治研活動ならびに地方自治に関する研究論文を表彰し、もって一層の運動発展に資することを目的とする。
(２)　地方自治研究賞は、次の３部門とし、自治研活動部門および自治研究論文部門については自治研全国集会において表彰状ならびに副賞を贈呈する。
①自治研活動部門
優秀賞　　１　　　副賞20万円
奨励賞　　若干　　副賞5万円
②自治研究論文部門
　　優秀賞　　１　　　副賞10万円
　　奨励賞　　若干　　副賞5万円
③【新設】自治研デビュー部門
ネクストフューチャー賞　若干　副賞3万円　
　　ホープフル賞　各県１　副賞3万円（但し、自治研全国集会への参加助成として）
(３)　自治研活動部門は、自治研全国集会に提出される各単組・県本部およびNPO・市民団体・地域研究機関等からのレポート・報告を対象とし、自治研究論文部門は、組合員、地域公共サービス職場の勤労者および地域研究活動等を行う市民から募集した論文を対象として、それぞれ選考する。
(４)　自治研デビュー部門は次代に自治研活動をつなぎ、自治研集会への結集をはかるため、初めてレポートを提出する組合員を対象とする。ホープフル賞の中から優れた作品をネクストフューチャー賞として表彰する。
(５)　選考は、自治研中央推進委員長、自治研事務局長および自治研助言者若干名で構成する選考委員会が行うものとし、中央執行委員会に報告しなければならない。自治研デビュー部門の選考は自治研中央推進委員が行う。
(６)　選考にあたっては、次の点を重視する。但し、①は、自治研活動部門のみに適用する。
①職場や地域との共同作業状態（運動との直接・間接的関連）
②争点に対する接近視角ないし問題設定の斬新性と総合性
③分析の科学性と叙述の説得性
④成功・失敗にかかわりなく、問題提起や将来展望の度合


